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今月の主な内容	

町公式キャラクター

かぼまる金山中学校文化祭
伝統の金中太鼓に笛の音をのせて



町
民
参
加
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

長
谷
川
盛
雄
町
長
が
就
任

　
10
月
5
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
初
当
選
し
、
第
16

代
の
町
長
と
し
て
長
谷
川
盛
雄
新
町
長
が
10
月
22
日
に
就

任
し
ま
し
た
。
町
民
が
主
役
の
町
づ
く
り
を
目
指
す
長
谷

川
新
町
長
が
今
後
の
町
政
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

産
業
の
創
出
と
振
興

　

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
よ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
受

け
、
町
政
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、金
山
町
は
高
齢
化
率
、

少
子
率
と
も
に
福
島
県
内
で
は

ワ
ー
ス
ト
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
に
歯
止
め
を
か
け
る

具
体
的
な
対
策
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
で
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
、
災
害
を
受
け
た
と
い

う
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

若
者
が
定
住
し
、
高
齢
者
も

生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
で
き

る
町
づ
く
り
を
行
う
に
は
仕
事

場
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
、
時
代
に
沿
っ
た
仕
事
と

し
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活

用
し
た
産
業
の
創
出
や
、
奥
会

津
金
山
赤
カ
ボ
チ
ャ
や
エ
ゴ
マ
、

ア
ザ
キ
大
根
、
大
源
流
米
、
天

然
炭
酸
水
、
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
の

町
の
特
産
品
の
生
産
拡
大
を
す

る
た
め
の
支
援
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
６
次
産
業
化

の
積
極
的
推
進
も
仕
事
場
の
創

出
に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
６

次
産
業
化
を
進
め
て
行
く
に
は
、

加
工
所
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
既
に
整
備
さ
れ

て
い
る
加
工
所
の
有
効
利
用
や

地
域
加
工
所
の
整
備
な
ど
を
行

い
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
、
い

つ
で
も
、
だ
れ
で
も
商
品
作
り

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
で
き
た
商
品
は
町
が
責
任

を
持
っ
て
販
売
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
し
、
み
ん
な
が
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
社
会

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

元気で長生き
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世
代
を
こ
え
た
連
携

住
民
が
主
人
公
の

町
政
を
目
指
し
て

職員からの花束を受け取る長谷川町長

職員たちに見送られる長谷川前町長と押部前副町長

　

前
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
金

山
町
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

人
口
に
占
め
る
割
合
が
県
内
一

高
く
、
57
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、

在
宅
介
護
が
今
ま
で
以
上
に
大

事
に
な
り
ま
す
。
世
代
を
こ
え

て
連
携
し
、
支
え
あ
う
温
か
い

地
域
・
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
町
政
に

は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
在
宅

介
護
支
援
体
制
強
化
の
た
め
に
、

高
齢
者
を
支
え
、
子
ど
も
の
夢

を
育
て
、
若
者
の
活
力
を
生
む

　

今
後
の
町
づ
く
り
は
、
町
民

の
意
見
や
、
要
望
、
知
恵
な
ど

を
よ
り
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ

き
、
そ
の
中
で
十
分
に
議
論
を

し
、
検
討
を
重
ね
実
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
町

政
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
、
全
力
で
職
務
に
当
た

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

隣
組
を
構
築
し
た
り
、
在
宅
介

護
の
課
題
解
決
や
不
安
解
消
を

す
る
た
め
に
行
政
と
住
民
の
綿

密
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
増
大
す
る
医
療
費
の
抑

制
を
図
る
こ
と
も
重
大
な
課
題

で
あ
り
ま
す
の
で
、
温
泉
を
利

用
し
た
健
康
維
持
増
進
の
た
め

の
環
境
整
備
や
後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
も
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
交
通
体
系
の

再
検
討
を
行
い
、
よ
り
有
効
な

利
用
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

長
谷
川
町
長
の
略
歴

昭
和
20
年
10
月
19
日
生
ま
れ

◦
昭
和
43
年

明
治
大
学
文
学
部
卒
業

◦
平
成
15
年

㈱
恒
和

代
表
取
締
役
就
任

◦
平
成
15
年

金
山
町
議
会
議
員
初
当
選

◦
平
成
19
年

金
山
町
議
会
議
長
就
任

◦
平
成
26
年

金
山
町
長
就
任

「
支
え
あ
い
の
町
」
基
礎
を
築
く

長
谷
川
律
夫
前
町
長

押
部
源
二
郎
前
副
町
長 

退
任

　

10
月
21
日
、
長
谷
川
律
夫

前
町
長
と
押
部
源
二
郎
前
副

町
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
前
町
長
は
平
成
18

年
10
月
22
日
に
第
14
代
の
金

山
町
長
に
就
任
し
、
２
期
８

年
に
わ
た
り
町
政
に
当
た
ら

れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
前
町
長
は
１
次
産

業
を
町
の
基
本
産

業
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
や
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
床
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
の
充

実
、
少
子
化
対
策

推
進
条
例
の
制
定

や
定
住
の
た
め
の

町
営
住
宅
の
建
築

な
ど
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
23

年
の
豪
雨
災
害
の

際
は
、
自
ら
現
場

に
出
向
き
、
被
災

者
の
た
め
に
陣
頭

指
揮
を
と
ら
れ
、

粉
骨
砕
身
し
て
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

押
部
前
副
町
長
は
、
平
成

20
年
４
月
に
副
町
長
に
就
任

し
、
長
谷
川
前
町
長
の
補
佐

役
と
し
て
常
に
全
体
を
見
据

え
、
細
部
に
至
る
ま
で
住
民

の
目
線
に
立
っ
て
職
務
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
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　１１月３日、町内３地区で公民館主催の文化祭が行われました。
各公民館ごとに趣向を凝らした出し物や、絵画や書、生け花など、ど
れも、すばらしい作品が発表されました。また、各地区ともお母さん
方による食堂が用意され、来場された方は笑顔で楽しんでいました。

地 区 文 化 祭

かねやまホームからも出展（沼沢）農作物の販売会（本名）

赤かぼちゃの種飛ばし大会（沼沢）大切な伝統芸能扇踊り（沼沢）

水沼・大志ボーイズ（沼沢）

（沼沢）…沼沢公民館、（本名）…本名公民館、（横田）…横田公民館
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小さなヒーロー（横田）

みんなで楽しくかぼまる体操（横田）

艶やかに八重（八重の花一輪）（横田）

コント・だめよ〜だめだめ（横田）

舞踊・一本勝負（本名） 懐かしい昔語り（本名）

バラエティ　それうそかも（本名） 力作ぞろいです（本名）

生涯学習作品（横田）
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みんなで作る金山中学校文化祭

　金山町消防団秋季検
閲式が１０月１２日秋
晴れの下、消防団員、
来賓、婦人消防クラブ
員ら約１３０名が参加
し中川グラウンドにお
いて行われました。
　検閲式は通常点検に
続き、特別点検教練、分列行進が行われました。
特別点検教練では７月の消防操法両沼地方予選会
に出場した団員によるポンプ操法が披露され、規
律正しい動作に拍手が送られました。
　表彰では１１行政区に対する無火災表彰や訓練
優秀団員表彰、優良団員表彰が行われました。

秋季検閲式で
無火災の誓いを新たに

豊かな自然を劇で表現
横小まつり

　１０月１８日に金山
中学校で生徒たちが作
り上げた文化祭が行わ
れ、保護者や地域の方
たちなどが参加しまし
た。
　文化祭は、校庭での
金中太鼓の発表から始
まり、手作りの御神輿
を担いでＪＲ川口駅前まで練り歩きました。その後は、体育館で生
徒全員による合唱や、総合学習発表、英語弁論、各学年ごとによる
発表などが行われました。生徒たちの一生懸命な発表に客席からは
惜しみない拍手が送られていました。
　ステージ発表につづき、駄菓子屋や射的、バザーなどが行われ、
参加者たちは中学生と交流しながら楽しんでいました。

観客を魅了した合唱

神輿でワッショイ

表情も引き締まります

　横小まつりは１１月１日横田小学校の体育館で行われ、
保護者や地域の方たちが大勢来場されました。

　１，２年生が表現豊
かに元気良く、はじめ
の言葉を行い学習発表
が行われました。学習
発表会では全学年によ
る劇「横小版ドラえも
ん、のび太よ、自然に親しもう」が行われ、それぞれの学年が
総合学習で学んだことを劇に盛り込みながら発表しました。
　収穫祭では、自分達で田植えや稲刈り、脱穀を行ったもち米
を使った餅つきが行われ、地域の方々と楽しく会食しました。

劇中、ふきのとうが生まれた場面

のび太とドラえもん
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笑顔あふれる
一人暮らしのつどい

どれを食べるか迷っちゃう
奥会津ごっつおまつり

長寿の秘訣は何でも興味をもつこと
滝沢ミナトさん１００歳賀寿

たのしい会食

そばの味はわかるかな？

大勢の来場者

　１１月６、７日に町内の一人暮らしの高齢者を
対象とした、一人暮らしのつどいがゆうゆう館で
行われ、２日間で７７名の方が参加しました。つ
どいでは金山町包括支援センターの職員による講
話や簡単な運動、町保健師によるかぼまる体操が
行われ、参加者には笑顔があふれていました。
　その後は、ボランティアの方たちが調理した料
理で楽しい会食となりました。カラオケや社会福
祉協議会職員による出し物なども行われ、参加者
はおいしい料理に舌鼓を打ちながら楽しい一時を
過ごしていました。

　１０月２５，２６日の２日間にわたり町民体
育館周辺で奥会津ごっつおまつりが盛大に開催
されました。２日ともに晴天に恵まれ、県内外
からたくさんの来場者がありました。

　１１月１日滝沢ミナトさん（上横田）が満１０
０歳の誕生日を迎えられ、賀寿と記念品が会津
保健福祉事務所の長峰健康福祉部長からミナト
さんに手渡されました。また、長谷川盛雄町長、
佐藤秋郎金山町老人クラブ連合会長、滝沢正義
上横田老人クラブ会長からそれぞれ祝金等が、
５男の清さんからは花束が手渡されました。
　清さんが家族を代表し「これからもご迷惑を
かけることがあるかもしれないがよろしくお願
いします」と謝辞を述べました。
　ミナトさんは耳が少し遠いものの、デイサービスを利用しながら、手
芸にも興味を示したくさんの作品をつくっています。

　会場にはごっつおを販売するたくさんの店が
並び、どの店も商品を買い求める人たちの行列
ができていました。
　ステージでは恒例の、そばの早食いや釣りゲ
ームなどが行われ、小さいお子さんも楽しんで
いました。

清さんとミナトさん

ミナトさんの作品
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

12月1日
です

◦
国
民
健
康
保
険
税　
　

４
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

４
期

◦
介

護

保

険

料　
　

４
期

◦
水

道

使

用

料　
　

11
月
分

★
１1
月
★

▼
19
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜	

御
神
楽
館

▼
21
日（
金
）

◦
第
26
回
町
民
卓
球
大
会

　

午
後
６
時
30
分
〜

	
	

町
民
体
育
館

▼
28
日（
金
）

◦
乳
幼
児
・
１
歳
６
ヵ
月
・　

２
歳
児
健
診

　

午
後
１
時
〜	

ゆ
う
ゆ
う
館

★
１2
月
★

▼
５
日（
金
）

◦
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
６
日（
土
）

◦
す
く
す
く
会

　

午
前
９
時
〜　

川
口
保
育
所

▼
９
日（
火
）

◦
４
ヵ
月
児
健
診

　

午
前
11
時
15
分
〜

	
	

坂
下
厚
生
病
院

▼
11
日（
木
）

◦
人
権
・
行
政
合
同
相
談

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
13
日（
土
）

◦
ほ
ほ
え
み
会

　

午
前
９
時
〜　

横
田
保
育
所

表
　
　
　
彰

案
　
　
　
内

　

人
権
擁
護
委
員
を
３
期
９
年

間
務
め
ら
れ
た
栗
田
傳
三
郎
さ

ん（
本
名
）が
、
任
期
満
了
に
よ

り
９
月
30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

伝
達
は
10
月
14
日
に
役
場
で

行
わ
れ
、
福
島
地
方
法
務
局
若

松
支
局
長
か
ら
栗
田
さ
ん
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
、
町
長
か
ら

在
職
中
の
ご
苦
労
と
ご
功
績
に

対
し
て
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
説

明
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
17
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所

　

三
島
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
金
山

町
消
防
団
秋
季
検
閲
式
の
際
、

50
年
以
上
無
火
災
の
行
政
区
が

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

160
年
以
上
無
火
災

　

上
大
牧
・
下
大
牧

100
年
以
上
無
火
災

　

橋
立
・
大
志

70
年
以
上
無
火
災

　

八
町

60
年
以
上
無
火
災

　

福
沢
・
田
沢

50
年
以
上
無
火
災

　

宮
崎
・
上
田
・
高
倉
・
太
郎
布

人
権
擁
護
委
員

年
末
調
整
説
明
会

無
火
災

感謝状を受け取る栗田傳三郎さん（本名・左）

　

事
業
所
得
等
を
有
す
る
全
て

の
所
得
税
等
の
白
色
申
告
者
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら

帳
簿
の
記
帳
及
び
保
存
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
税
務
署
と
共
同
で
、

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度

の
概
要
や
確
定
申
告
に
当
た
っ

て
の
決
算
の
仕
方
等
を
説
明
す

る
決
算
説
明
会
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　
12
月
１
日（
月
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　
御
神
楽
館

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
４
３
１
１

白
色
申
告
決
算
説
明
会

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
会
津

若
松
税
理
士
会
で
は
、
そ
の
週

税
の
無
料
相
談
会

◎
問
い
合
わ
せ

会
津
若
松
税
務
署
法
人
課
税

第
一
部
門

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
４
３
１
１

町民卓球大会参加者募集
日時　１１月２１日（金）午後６：３０～
場所　町民体育館
資格　金山町体育協会会員の方
※当日の参加者による男女混合のダブルス戦です。
　ぜひ、ご参加ください。
　　　　　　◎問い合わせ・申込…中央公民館
　　　　　　　　　　　　　☎５４－５３６１

間
に
合
わ
せ
て
税
の
無
料
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
17
日（
月
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　
会
津
ア
ピ
オ　

ア
ピ

オ
ス
ペ
ー
ス

◎
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会
会
津
若
松
支
部

☎
０
２
４
２
︲
24
︲
２
４
１
１
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子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間

　

11
月
は
「
子
ど
も
･
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
。

　

近
年
我
が
国
で
は
、
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
件
等
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、

違
法
・
有
害
な
情
報
が
氾
濫
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
始
め
と
す

る
新
た
な
機
器
等
の
普
及
に
伴

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

会
津
坂
下
町
の

　

五
ノ
井
香
織
さ
ん
よ
り

	

一
万
円

⃝
大
阪
市
平
野
区
の

　

桑
田
弘
美
さ
ん
よ
り
五
千
円

⃝
神
奈
川
県
横
浜
市
の

　

生
方
常
明
さ
ん
よ
り
五
千
円

⃝
埼
玉
県
所
沢
市
の

　

下
條
友
章
さ
ん
よ
り
五
千
円

⃝
広
島
県
三
原
市
の

　

神
垣
充
宏
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
千
葉
県
市
川
市

　

清
水
ナ
カ
さ
ん
よ
り
三
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
８
名
か
ら

	

七
万
円

　

ご
寄
付
は
自
然
環
境
の
保
全

事
業
や
復
興
事
業
、
福
祉
の
充

実
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

会
津
若
松
調
停
協
会
で
は
、

無
料
の
調
停
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
相
続
や
借
金
、
土
地
・
建

物
の
紛
争
な
ど
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
26
日（
水
）

　

午
前
９
時
15
分
〜

　

午
後
６
時
30
分

▼
場
所

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若
松

支
部
庶
務
課

☎
０
２
４
２
︲
26
︲
５
７
２
５

調
停
相
談
会

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活

雑
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

放
流
先
の
制
限
や
料
金
な
ど

の
個
人
負
担
も
あ
り
ま
す
が
、

快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
設
置

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
せ
ん
か

募
　
　
　
集

町
内
保
育
所
の

入
所
児
童
募
集

　

保
育
所
で
は
、
平
成
27
年
度

の
入
所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
所
資
格
は
平
成
21
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
家
庭

で
十
分
な
保
育
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
幼
児
で
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
入
所
を

希
望
す
る
方
は
、
入
所
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

12
月
１
日（
月
）〜

　

12
月
15
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

川
口
保
育
所

	

☎
54
︲
２
８
２
２

　

横
田
保
育
所

	

☎
56
︲
４
１
４
０

っ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
子
ど

も
が
接
触
す
る
危
険
性
が
更
に

増
大
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
事
件
等
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
係

	

☎
54
︲
５
３
６
１

ＰＭ４ライトオン運動
早めに点灯！

こまめに切り替え！
　これからの時期は暗くなるのが早く
なり、夕暮れ時の交通事故が増加する
傾向にあります。
ＰＭ４ライトオン運動実施内容
１．午後４時を目安に早めにライトを

点灯しましょう。
２．ライトのこまめな上下切替えをし

ましょう。
３．歩行者等は、反射材用品、懐中電

灯等を活用しましょう。

　金山町は平成27年1月30日で交
通死亡者事故３,０００日になります。
　　　　　　　金山町交通対策協議会

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について
複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示
しています。
（測定年月日　平成２６年１０月１日～平成２６年１０月３１日）
※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役
場と横田出張所で行っています。測定を希望される方
は、保健福祉係か、横田出張所へ事前予約が必要です。

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 3 ＮＤ
白米 1 1 ＮＤ
ナメコ 1 0 64.1

　なお、販売用食品の測定については農林振興係に
お問い合わせください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）
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代行バス区間の9月中の平均利用人数
（１日あたり）

74.5人

平成26年工業統計調査を
実施します

豪雨被災者住宅再建支援事業の
工事完了期限延長

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らか
にすることを目的とした統計法に基づく報告義
務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されます。
　調査時点は２６年１２月３１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

	 ◎問い合わせ…総務係　☎５４－５１１１

　平成２３年７月の豪雨被災者住宅再建支援事
業について、申請がお済みでない方は必ず
１１月２８日までに申請を済ませてください。
　また、工事完了期限は被災世帯が多く再建工
事が未着手、未完成の世帯があることから次の
とおり延長します。
変更前　１１月２８日⇒平成２７年３月３１日
※申請期限は１１月２８日です。

	 ◎問い合わせ…復興政策係　　　
	 ☎５４－５２０３

　町では定期的に町水道の放射性物質モニタリ
ング検査をしています。

　１０月２８日現在で町内水道水から放射性セ
シウムは検出されていません。

【参考】国が定めた飲料水の基準値
　　　 放射性セシウム	１０ベクレル／１ｋｇ

	 ◎問い合わせ…上下水道係　　　
	 ☎５４−５３１５

地域おこし協力隊

活動報告
　秋になり、かねやまを黄金色に染めていた稲は刈り取られ木々が色づき、間もなく白銀の世界へ
と季節は移っていきます。忙しさと寒暖の差で体調管理が大変な時期ですが皆様いかがお過ごしで
すか？
　昨年５月より地域おこし協力隊としてかねやまに来
て１年半が経ちました。折り返し地点に差し掛かりま
したが今年度に入り、たて続けに腰を痛めてしまい、
いろいろと迷惑をかけてしまいました。今は、リハビ
リも含め腰痛と闘いながら日々雑務の毎日であります。
　地域おこし協力隊の自分に課せられた任務は「派遣
先の奥会津金山大自然が普段の業務の中でできない部
分を行う」という内容で、大自然のホームページ、ブ
ログ、ゆうパック等のチラシ製作を担当しています。
　今後は得意分野である大自然からの情報発信、拡販
などの対外的な業務、商品開発等、自分でできる範囲
で頑張っていきますのでどうぞよろしくお願いします。

腰ベルトをしながらの作業です

㈱奥会津金山大自然での活動
地域おこし協力隊　八

はっ

鳥
とり

　嘉浩　

乗ろう・守ろう・つなごう
みんなの只見線

水道水の放射性物質検査結果

1026.11.10　広報かねやま



入院するときなど医療費が高額になるとき
　医療機関の窓口で支払いを自己負担限度額までにするには、「限度額適用認定証」が必要
です。住民課保健福祉係で交付申請をしてください（国保税の滞納世帯には交付しない場合
があります。）。限度額適用認定証を提示しない場合は、医療費の自己負担額全額を医療機関
等の窓口で支払うことになります。ただしその場合でも、後ほど、住民課保健福祉係から自
己負担限度額を超えた額について払い戻しの案内を差し上げます。

70歳未満の方の高額療養費制度の
自己負担限度額が変わります　　

　同一月内の医療費が定められた自己負担限度額を超えた場合、その超えた額は高額療養費として
国保の世帯主に支給されます。７０歳未満の方の自己負担限度額が、平成２７年１月診療分から次
のように改正されます（７０歳以上７５歳未満の方の自己負担限度額は変更ありません。）。

《70歳未満の方の自己負担限度額（月額）》
⃝平成26年12月診療分まで

所得区分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降）
上位所得者 １５０,０００円＋（医療費の総額－５００,０００円）×１％ 　８３,４００円
一般 　８０,１００円＋（医療費の総額－２６７,０００円）×１％ 　４４,４００円
住民税非課税世帯 　３５,４００円 　２４,６００円

⃝平成２７年１月診療分から
所得区分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降）

９０１万円超 ２５２,６００円＋（医療費の総額－８４２,０００円）×１％ １４０,１００円

６００万円～
９０１万円以下 １６７,４００円＋（医療費の総額－５５８,０００円）×１％ 　９３,０００円

２１０万円～
６００万円以下 　８０,１００円＋（医療費の総額－２６７,０００円）×１％ 　４４,４００円

２１０万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 　５７, ６００円 　４４, ４００円

住民税非課税世帯 　３５, ４００円 　２４, ６００円

※所得＝総所得金額等－３３万円
※４回目以降とは、過去１２か月以内に同一世帯での高額療養費の支給が４回以上あった場合の４
回目以降の限度額です。

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

国保加入者のみなさんへ・平成27年1月から
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Fこんなときは連絡してくださいF
　家の修繕・雪囲い・取壊し・引越し等で光電変換装置などの移動が必要な方は、必ず事前に役場
に連絡・相談してください。
　これらの光電変換装置や告知放送受信機等の移設等は専門業者以外扱うことができませんので、
ご自分で設備を取り外したり、破損させたりしますと、自宅だけでなく周辺宅の告知放送やテレビ
視聴にも影響する可能性があります。その場合、復旧等に要する経費をお支払いいただくこともあ
りますのでご注意ください。

☆告知端末受信機・ネットテレビの仕組み☆

◎問い合わせ…総務係　☎５４－５１１１

分配器
分
配
器
か
ら

テ
レ
ビ
へ
配
線

告知放送受信機

地上デジタル放送
対応テレビ

 光ファイバケーブル

光
電
変
換
装
置

冬
期
間
の
漏
水
に　
　

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

◦
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
場

合
は
、
水
を
吸
収
し
な
い
専

用
の
保
温
材
な
ど
を
巻
く
。

◦
凍
結
防
止
帯（
電
熱
線
）な
ど

を
設
置
す
る
。

◦
電
熱
線
を
使
用
し
て
い
る
方

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る
か
確
認
す
る
。

　

住
宅
な
ど
を
長
期
間
不
在
に

す
る
時
の
漏
水
防
止
に
は
、
止

水
栓
を
閉
め
る
「
閉
栓
」
を
お

勧
め
し
ま
す
。
閉
栓
の
手
数
料

は
、
１
回
に
つ
き
五
九
二
円
で

す
。
積
雪
が
あ
る
場
合
は
、
止

水
栓
及
び
メ
ー
タ
ー
付
近
の
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
止
水
栓

の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
目
印

を
立
て
る
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
凍
水
抜
き
栓
が
あ

る
場
合
は
、
し
っ
か
り
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、

２
ヶ
月
に
一
度
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
冬
期
間（
１
月
・
３
月
）

は
積
雪
の
た
め
検
針
が
で
き
ま

せ
ん
。
漏
水
事
故
が
発
生
し
修

理
し
た
場
合
、
地
下
埋
没
箇
所

で
容
易
に
漏
水
が
発
見
で
き
な

い
場
合
は
、
水
道
料
金
の
減
免

が
可
能
で
す
が
、
使
用
者
の
管

理
上
の
責
任
で
漏
水
し
て
い
る

場
合
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
の
可
能
性
の
あ
る
時
は
、

す
ぐ
に
町
の
指
定
給
水
工
事
業

者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

水
道
管
凍
結
の
予
防
方
法

長
期
不
在
時
に
は
閉
栓
を

町の指定給水工事業者
事業者名 住　　所 電話番号

五ノ井金物店 川口字下岩下１４０１ ５４－２５４１
黒田設備 西谷字沖田５２７－１ ５４－２０９９
安彦水道設備工業 大栗山字切払４７２－１ ５５－３１０８
横田金物店 横田字上原１２２６－４ ５６－４０３８
中丸技研有限会社 越川字稲場１１５９－２ ５６－４５５３
渡部電器店 滝沢字居平１０４７－７ ５６－４０５４
大和建設工業 西谷字下タ川原５４２－１ ５４－２３２１

1226.11.10　広報かねやま



図 書 室 だ よ り

金山町の人口（11月 1 日現在）

世 帯 数　１,１０４世帯（－　２）
人　　口　２,２９７人　（－　６）
　 男 　　１,０９３人　（－　２）
　 女 　　１,２０４人　（－　４）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
１０月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

中　丸　傳之亟（８８歳）大　志
渡　部　　　正（６２歳）田　沢
佐　藤　ユキ子（８７歳）沼　沢
渡　部　トミ子（７４歳）田　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

○新刊紹介
銀翼のイカロス／池井戸　潤　著（ダイヤモンド社）
　頭取命令で経営再建中の帝国航空を任された半沢は、500億円もの債権放棄を要求する政府の再生タス
クフォースと激突する。シリーズ史上最大の倍返し！

地球のてっぺんに立つ！／スティーブ・ジェンキンズ　著（評論社）
　世界一高い山の頂上に立つまでは、どんな危険と困難があるのだろう？　登山の歴史、用具、ルートなど
エベレスト登山のすべてをダイナミックなはり絵イラストで紹介。

４こうねんのぼく／ひぐち　ともこ　著（草炎社）
　あのな、父ちゃん。１光年って知ってるか。今日、先生に教えてもろてん。１光年離れた星から地球を
見ると、１年前の地球が見えるんやて。すごいやろ…。父子家庭の子どもが母への想いをつづる、愛の絵本。

一般向け

児童向け

児童向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊耐震工事のため、ご迷惑をおかけいたします。
　お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

○１０月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　７２冊（うち児童向け　２６冊）

　これまで戸籍は、和紙に手書きや専用のタイプライ
ターで作成されてきましたが、平成6年の戸籍法の一
部改正により、コンピュータの磁気ディスクで調製し
管理できることになりました。金山町においても、戸
籍の作成から証明書の発行までの処理時間の短縮など、
窓口サービスの向上を図るため平成26年11月1日
から電算化による戸籍事務の運用を開始しました。 
　コンピューターの磁気ディスクで管理することにな
った今までの紙の戸籍は、「平成改製原戸籍」として
管理します。改製された新しい戸籍には、その時点で
婚姻や死亡などによって既に戸籍から除籍されている
方（名欄に×印が記載されていた方）は記載されませ
ん。したがって、除かれた記載事項が必要な場合は電
算化前の戸籍である「平成改製原戸籍」などをご請求
ください。 
　戸籍の電算化に伴い戸籍の附票も電算化しました。
電算化後の附票には、
改製時点で住民登録
されている住所しか
記載されないことか
ら、それ以前の記録
が必要な場合は「平
成改製原附票」をご
請求ください。

戸籍事務の電算化による
運用のお知らせ

新しい書式で初めての発行

13 広報かねやま　26.11.10
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町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

籾
殻
の
焼
く
香
は
風
に
秋
深
し

	

横
　
山
　
軍
　
介
（
川
　
口
）

長
き
夜
の
読
み
つ
ぐ
友
の
初
歌
集

	

目
　
黒
　
孝
　
子
（
上
横
田
）

秋
日
和
義
民
喜
四
郎
顕
彰
碑

	

諏
　
佐
　
シ
　
ゲ
（
小
栗
山
）

稲
刈
や
雲
一
つ
な
き
峡
の
空

	

目
　
黒
　
隆
　
弥
（
宮
　
崎
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
十
月
句
会
　

第26回市町村対抗
福島県縦断駅伝競走大会

11月16日㈰7：40号砲
　今年も金山町は昨年に引き続き、
７町村の合同チーム「希望ふくし
ま」としてふくしま駅伝に参加し
ます。今回は、金山町で練習して
いる選手を紹介します。

希
望
ふ
く
し
ま
は
ゼ
ッ
ケ
ン
№
53
で

す
。
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
！

当日の放送時間
☆テレビユー福島（ＴＵＦ）
　７：３０～　９：３０（生中継）
１１：２４～１１：３０（順位速報）
１１：４０～１１：４５（順位速報）
１２：５４～１５：００（中継録画）

☆ラジオ福島（１３９５kHz）
　７：３０～１３：３０（完全生中継）

若林優
ゆう

雅
が

選手（川口）
金山中学校３年

小林将太選手（本名）
金山中学校３年

伊藤弦太選手（会津美里町）
川口高校１年

中丸凌太選手（大志）
川口高校３年

栗田爽
さわ

選手（川口）
金山中学校２年

渡部翔太選手（横田）
金山中学校２年

サポーター サポーター サポーター

15区　3.4㎞

14区　5.7㎞

8区　4.1㎞
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